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　2 月の活動報告
2.10 (水 ) ものづくり体験講座 (ものづくり体験館 )

2.17 (水 ) ものづくり体験講座 (ものづくり体験館 )

          第 9 回環境デザイン研修会 (姫路建設会館 )

2.25 (木 ) 第 11 回建築相談 (姫路市役所 )  

        

お知らせ
■構造学習会のご案内

　台湾の地震での倒壊ビルをみても、レンガ造の耐震診断で

も、水平構面の重要性をあらためて認識しました。

　構造を改めて習得するための勉強会をスタートさせます。

　建築士の資格の有無は問いませんので会員の方の職場の人

やお知り合いの参加も結構です。

　ただし、講義内容は建築士の資格を有しているものとして

進めさせていただきます。

　参加される方は、お申し込みください。(申し込み書は別紙)

 

■青年部研修見学会のご案内

　研修見学会を企画しました。

　見学先は今治市大三島へ行きます。

　今年度開催しました建築家講演会の講師：伊東豊雄さんの

ミュージアム他、「日本一美しい島・大三島をつくろうプ

ロジェクト」を巡ります。

　日時　平成 28 年 3 月 19 日（土）7：30 ～ 18：30

　見学施設　愛媛県今治市大三島内を散策、伊東豊雄ミュー

ジアム、他 (詳細は別紙にてご案内 )

  ３月の活動予定
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姫路支部だより

3. 1 (火) ものづくり体験講座 (ものづくり体験館 )

3. 4 (金 ) ものづくり体験講座 (ものづくり体験館 )

3.12 (土) グランドゴルフ大会 (エコパークあぼし )

3.14 (月 ) ものづくり体験講座 (ものづくり体験館 )

3.18 (金 ) ものづくり体験講座 (ものづくり体験館 )

3.19 (土) 青年部研修見学会 (愛媛県今治市大三島 )

3.23 (水 ) 第 10 回環境デザイン研修会 (姫路建設会館 )

3.24 (木 ) 第 12 回建築相談 (姫路市役所 )          
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岡野食品本社（ANGLE）

郊外に建てられた複合施設。

ところどころに鮮やかな色使いが施された

異なった形状の建物がショーケースのケーキ

のように並べられている。

建設当時は本社事務所、レストラン、店舗、図書館、工場見学が出来る複合施設として建てられたようですが、現在は主に店舗として利用

されています。

竣工から 28 年が経ち、各所で手も加えられております。

竣工　1988 年

設計　早川邦彦建築研究室

構造　鉄骨造　一部鉄筋コンクリート造

規模　地上 2階 /床面積 1,193.82 ㎡

姫路市御国野町国分寺 391

営業時間 /午前 9時 30 分～午後 6時

店舗定休日 /無し　（年末年始を除く）

現代建築 Vol.009　岡野食品本社（ANGLE）     写真・文 　関戸　佐智代
姫路建築探訪  

      　File.022
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「敷地は、姫路市の郊外の工場が点在する地域にあり、前面には国

道 2 号線が走り、後ろにはクライアントの食品工場があるという立

地です。国道に面しては大型のパチンコ店やドライブイン・レスト

ラン、自動車のショールームなどが圧倒的な迫力で並んでいます。

クライアントは食品会社でパンやうどんや和洋菓子を製造している

会社です。・・・・食品会社ですから、ここを自動車で通り過ぎる人

たちに少しでもいいイメージを与えたい・・・という役割もありま

した。

用途としては、レストラン、事務所、和洋菓子やパンの工場や売

り場、そして工場見学にくる人たちのためのオリエンテーションや

近隣の人たちにパンやお菓子のつくり方をデモンストレーソョンす

るための部屋、上階にはいままで同社が世界各地から集めた食品に

関する蔵書を収容し、閲覧する図書室があります ( 建設当時 )。国

道沿いに 5 本の黄色いシンボルタワーが立っていますが、これは特

別な機能があるわけではなく、単なる広告塔です。しかし、これも

周辺の工場に付属する煙突の要素を広告塔という形に増幅して使っ

ています。」

　　　　　　東西アスファルト事業協同組合講演会

　　　　　　　早川 邦彦「建築は場に共震する」より
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  建築年　１９２１年

　設計・施工　田中組

網干銀行本店は姫路市網干区の橋本町商店街の一角に１９２１年（大正１０年）ごろに

建てられました。

花こう岩の基礎にイスラム建築を思わせる銅板ぶきのドーム屋根、ドーリス式柱、アー

チの装飾窓はギリシャ建築の要素を取り入れており、 デザイン性の高いレンガ造りの建物と

なっています。 （写真１） 円筒状のエントランス上部の北と西にあるレリーフやアーチ窓

下部の装飾 （写真３） エントランスの上のキーストンのある装飾 （写真４） などデザイン

力と施工の技術の高さを感じます。 北側のファサードは赤いレンガと縦長の窓のある白い

コンクリートの壁面の対比とバランスが美しく、高さと幅の関係が絶妙でギリシャ建築

の黄金比が使われているのではないかと思われます。（写真２）

 近代建築・土木遺産 Vol.006 旧網干銀行本店

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真・文 石原　弘一

写真１　外観全景 （北西より）

写真２　北側ファサード

姫路建築探訪

              File.023
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網干銀行は後に神戸銀行（現三井住友銀行）網干支店となった後、移転に伴い売りに出され、

近くで服飾店を営んでいた竹田さんが購入され、１９７０年に婦人服飾店として開業され

ました。以来４５年に渡り営業されてこられましたが、残念ながら、２０１５年１０月に

閉店されました。今回の取材では竹田さんのご好意により特別に内部を見させていただき

ました。店舗への改装でエントランスロビーの吹き抜けは天井が張られたりしていました

が、躯体部分や窓などは当時のままで、金庫室 （写真６） も鉄格子と分厚い耐火性のある鋼

製の扉が当時のまま残されています。

　網干は歴史ある建築物が多く、市都市景観重要建築物 （写真１０） もダイセル異人館など

複数存在しており、閉店方針を受け地元では、住民グループ「あぼし人と景観まちづくり

の会」などが建物の保存・活用の道を模索しているそうです。

　写真８　床下換気口

写真４　エントランス上部のアーチ窓とレリーフ

写真１０写真９　吹き抜けの２階部分

　　　　　（現在は塞がれている）

写真７　装飾天井

写真６　　金庫室

写真５　ドーリス式の柱

写真７　ドーリス式の柱

写真９　装飾天井

写真３　エントランス上部のキーストン装飾
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姫路建築探訪　

　　　File.024 

 古建築 Vol.009　増位山随願寺 　　　

      写真 ・ 文 ： 福岡　憲昭　 ・ 　山本　薫　　　参加者 ： 藤本　正敏　　計 3 名

【概　要】

増位山随願寺は聖徳太子が高麗の僧慧便をして建立させた播磨最古の名刹である。その後、行基並弟子徳道により諸堂を建立

し、国土安穏を祈願するところとなった。初めは、法相宗であったが承和元年、天台宗となり、増位山随願寺医王院の勅号を

賜った。朝廷の信仰厚く、宇多、白河、後醍醐三帝の御臨幸された勅願寺である。七堂伽藍に三十六坊を有し、三百人におよ

ぶ寺待がいたというが天正元年（一五七三年）別所長治の兵火に会い、全山鳥有に帰した。現在の本堂は寛文八年（一六六八年）

榊原忠次公によって建立されたものである。榊原家の菩提寺として五百石の寺領を有し、播磨地方の大寺として栄えた。　本

尊は薬師如来座像で県文化財で毘沙門天立像は国指定重要文化財である。本堂、奥之院 (開山堂 )､ 経堂は県指定文化財、鐘楼、

榊原忠次公墓所、唐門は市文化財に指定されている。俳人千山の墓所、芭蕉翁の蓑と笠等もあり俳界に有名である。二月十一

日の追儺会鬼追式は多数の参拝者で盛大である。

名　称：増位山随願寺（ますいざんずいがんじ）

所在地：姫路市白国 5

本堂

経堂 鐘楼開山堂
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【感　想】

皆さんは「文化庁」のホームページをご覧になったことはあるだろうか？

有形文化財（建造物）のページに重要文化財随願寺（兵庫県姫路市）の画像が掲載されている。

今回はこの『増位山　随願寺』にお邪魔した。

野里街道を北に白国から標識に従い整備された山道を車で登って行き駐車場に向かう。

駐車場から一番近く、一番古いお堂『開山堂（江戸時代）』に向う。　説明文を読んでひっくりかえった。

「奥の院」と書いてある。そう、完全に反対順から見て周ることになってしまった‥‥

気を取り直して『開山堂』を見学する。平成 9年に解体修理が行われている為に綺麗な絵になるお堂である。

足元を覗くと貫？足固め？があったような穴も束に見ることが出来る。ここから、本堂に向かい次に出会うのが紅い門　『榊原

忠次墓所唐門（江戸時代）』　である。龍の彫り物など彩色が綺麗な門である。

藤本さんが言っていたが、二本柱だと思っていたが四本柱の門だった。こういう発見も写真ではなく現地に行かないとわから

ない楽しい発見である。

次は『本堂（江戸時代）』である。外観は「ものすごく立派！」そして、綺麗　という言葉よりも、規則正しく並んだ軒の組み

物の尾垂木などを見ると「整然」の言葉が似合う様な気がする。

が、この本堂は内部がもっと魅力的だ！本堂の中に入ったところ、随願寺の住職が来られた。どうも私たちの行動が怪しかっ

たのか、『開山堂』から監視されていたようである（笑）。

事情を説明し、随願寺について歴史等のお話を聞くことができた。住職が話されている間も首が痛くなるほど、ずっと天井を

見ている。

なぜなら、この本堂の内部は良い仕事がしてある「彫刻」と「組み物」そして「天井絵」、それぞれの職人が競い合いプライド

のぶつかった結果の集大成の様なすばらしい内部空間である。

「天井絵」は創建時のもののようで、冬の晴れた日が一番綺麗に見られるとの事。今回は曇り空‥　残念！住職の言葉からも歴

史ある大変すばらしい価値のある建築物であることがひしひしと伝わってくるのだが。

残念ながら知名度は「書写山　円教寺」などとは違って、姫路市の住民でもこのお寺を知らない人が多いらしい。（すごく魅力

的なお寺なのに私たちも今回初めてお邪魔した次第で恥ずかしい‥）

住職と別れてまた、コースと反対に『経堂（江戸時代）』、『鐘楼（江戸時代）』と建物を見ていく、『経堂』の前に崩れて仮囲い

がしてある建物がある。この建物も古いもので文化財になりうる建物だが修理に多額の費用がかかるらしく朽ち果てたままで

ある。

参拝者が多く収入があり行政の援助もあれば　とのことだが、なかなか難しいようで文化財に対する日本人の姿勢が問われて

いるようで、少し心が痛む‥

毎回思う、本当に魅力的な古建築が姫路市内には沢山ある。今回も完全に灯台下暗しであった！

追記：本堂に行くときは、ライトを持って行っていただきたい。住職に促され本堂内部の左側の壁をライトで照らす！

　　　字がいっぱい！有難いお経かと思ってよく見ると　江戸時代の落書き（笑）兜を被った武士の絵も！

　　　でもなぜか芸術的に感じる不思議‥　これが歴史というものか？（※今は落書きは　ダメ！！！です。）

　　　それから『墓所』の碑文を一字も間違いなく読むと‥　（真実は現地見学で確かめてください（笑））

　　　前回は問題作？を紹介する予定だと書きましたが勇気？がなく断念いつか古建築ではなく軽い気持ちで

　　　紹介できたらと思います。

本堂：天井絵（天人）

本堂

榊原忠次墓所唐門

本堂：中央天井彫絵（龍）

崩れて仮囲いがしてある建物

本堂：板絵
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topics
姫路支部会員　藤本 正敏　さんに　
　　　　　　　　「パースの手法の現在、そして自身とパースとの関わりについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄稿をお願いしました。
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ふじもと ・
 　まさとし
　　姫路支部
　　　　理事



  12　Himeji  Shibudayori　2016.3


